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は じめに

　子 どもたちの 「い じめ」を社会現象 として ク ロ

ーズ ア ッ プするようになっ て か ら既に 30 年余 り

が経過 してきた 。 そ の 間、多岐にわた る論考がな

され、子 どもたちの い じめ現象を考える上では示

唆に富むもの も多数存在する。 しか し、い まだ私

たちはい じめの 問題を解決するこ とができず、子

どもたちはい じめの経験か ら離れる こ とはで きな

い。い じめ は子 ども時代 に経験 しなけれ ばならな

い 通過儀礼の ひ とっ で あり、学校にお ける必要悪

の ひ とつ ではない の かとの 思 い も、湧き上が っ て

来ざるをえな い 。

　で は、なぜ私た ちはい じめを解決するこ とがで

きない の か。それは、私たちがい じめの 本質をま

だ完全に捉 え切れ て い な い こ とに原因があるよう

に思われる。様々 な角度から議論がなされ て はき

たが、い じめを系統的に捉 える ための 共通の 土台

がな く、読むた び に こ ろこ ろとい じめの 印象が変

化するように思われ る。い じめの 本質をな して い

るもの は何か 。 なぜそれが私たちにはつ か みきれ

な い の か。い じめとい う現象の 本質はつ かめない

もの なの か、あ る い は うす うすそ の 本質をっ かん

で い ながらも、そ の 本質を覆い隠そ うとするもの

が私たち の 中に潜ん で い るの だろ うか 。

　い じめを系統的に捉え、そ の 本質に迫る手掛か

りとして 、ル ネ ・ジ ラ
ー

ル の著書を中心 に読み解
き、い じめ 現象の 本質をジラ

ー
ル の 議論からまず

規定 してみ る。 それ と同時に、い じめに 関わる暴

力 （攻撃陶 の問題 とし て、ジラ
ー

ノ咽 輪 か ら考

えられ るこ とをま とめるとともに、ジラ
ー

ル 理論

で は分析で きない 攻撃陛の 問題 につ い て視野を拡

大してみたい
。

1　 三角形艦
’
望につ い て

　ル ネ ・ジラ
ー

ル の 主要な理論として 、最もよく

知 られ て い ると こ ろ とな っ て い るの は、「三 角形

的欲望」 （あるい は 「欲望の 三 角形」）の 理論であ

ろ う。以下、簡単で はあるが、こ の 「三 角形的欲

望」 につ い て概説 した い 。

　 「三角形的欲望」 にっ い て 主 に論 じられ て い る

の はジラ
ール の 著書 『欲望の現象学』お い て で あ

る 。 そ こで は、人々 の 間の距離 （差異）が消失し

た時代におい て は 、 主体 （S＞は直接に対象 （0 ）

に対 して欲望を向けるの ではなく、対象 （0）に

向け られ た媒体 （M ：主体の モ デル ）の 欲望を主

体 （S）が模倣する こ とに よっ て対象 （0）を求め

るとい う、「三角形的欲望」 の理論が提示 され る。

　こ の ような 「三角形的欲望」 の渦巻く世界にお

い て は、主体 （S）は媒体 （M ）の 欲望を模倣す

るわけだが、逆に媒体 （M ）も主体 （S）の欲望

を模倣する こ とになり、S と M とは微小 な差異

（＝欲望 の発露）をめぐっ て 、お互 い がお互 い の

モ デル
＝

ライヴァ ル になる とい う関係が生まれ て

くる （相互模倣）。 こ の よ うなモ デル ＝ ライ ヴァ ル

の 関係にお い て 、 主体は媒体に対 して複雑な感情

を抱か ざるを得ない。なぜなら、自分の 欲望を他

者か ら借用 してい る とい う状況は、自律性を重ん

じ られる現代人 （学校で あれ ば、 生徒）に とっ て

は、非常に屈辱を生 じさせ るもの だか らで ある。

そ うな る と、あくまで も自分の 自律性や 自尊 L・を
まもろうとする態度が生まれ 、自己の 欲望 は自己

か ら自然に発露された もの で あると強く考えたく

な る。そ こ か ら様 々 な困難が生 じて くる。

　こ の ような状況で は、人は嫉妬や羨望とい う問

題に向き合わざるをえない 。媒体は主体に対して

あたか も自発的に示されたかに見える欲望 ・小 さ

な差異を提示するが、その 差異が提示 された とた

ん、モ デル ； ライヴァ ル に対 して の 嫉妬 ・羨望が

生 じ る。媒体はその 点で 主体にとっ て の障害物で

あるが、逆にそ の障害があるこ とによっ て、主体

の欲望はさらにか きたて られ る。

一方で 主体は そ

の よ うな自己 の前に現われて くる障害を打倒して 、

自己の優位を証明 した い とも思 う。 こ の よ うな主

体の状況は、媒体を主体 として考えた ときにも同

様で あるため、「三角形的欲望 」に基 づ い た主体と

媒体との相互模倣状況は、お 互 い が お互 い に対 し

て の嫉妬や羨望とい っ た潜在的暴力が渦巻い て い

る状況で あるとい える。こ の ような状況にお い て

は、潜在的暴力 を介在 させ た 、相互 暴力 （la

violence 　r6ciproque ）的な状況が生まれ る。 こ の

よ うな状況 で はお 互 い がお互 い の 敵とならざるを

えず、相互 の攻撃の応酬の た め 、 それぞれがもう
一
方か らの 復讐を恐れ、次第にお互 い が疲弊する

状況が生まれる。
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2 ．相互暴力か ら集合暴力 へ

　こ の よ うなお互い がお互 い の 「分身」 で あると

い うの っ ぴきならない状況か ら抜け出すためには、

お互 い に向けて い る敵意を別 の 何者かに向ける必

要が生 じる。こ こ で い う、「別の何者か」にあたる

もの が、「身代りの 山羊」で ある。これ は主に 『暴

力と聖なるもの』の主題となっ て い る。ジラ
ー

ル

は この 著作で 、未開社会や神話における供犠を分

析し、人間の暴力が どの ように社会にお い て現わ

れて くるの かを明らかに して い る。ジラ
ー

ル はも

ちろん現代的な現象であ るい じめの 問題 に直接触

れて い るわ けで はない が、ジラール が取 り上 げて

い る供儀は 、 子 どもたちの 問で生じてい るい じめ

その もの で あると言 っ て も過言で はない。む しろ

い じめ とい うもの が 、 私た ちの 社会の 中で生 じて

い る供犠であると言える。

　供犠は私たちに とっ て どの よ うな機能を持 っ て

いたの か。相互暴力が渦巻きだした、個 々 人間の

差異の消失 した社会に お い て 、自分たちの身を守

るための 唯
一

の 手段 が身代 りの 山羊 囎罪の い け

にえ ：la　Victim　6missaire）に向けられる満場
一

致の現象 （un 　ph6nom さne 　d’

una 血 iit6）として

現われる暴力による供犠だ っ た の で ある。ど うし

て満揚
一
致の 暴力が 、 社会を救 うの か 。 差異が 消

失し、相互暴力が渦巻く社会におい て は、お互 い

がお互 い に暴力による復讐を行 うとい う危険が常

に付きまとう。そうなれば、自分の身が危なくな

り、社会や集団の秩序は維持 で きなくなる。 そ こ

で 、 復讐を行 っ てくる恐れ の ない 人間、共同体と

連続 して いなが らも共同体に不必要で ある人間を

選び出し、そ の 人間へ 満場
一
致の暴力を集中させ

る こ とに よっ て 、相互暴力 の 段 階を抜け出 し、社

会の 秩序を回復する とい うの が、ジラール の 供犠

論で ある。

3 ．い じめの過程

　 【「三角形的欲望」による相互模倣】→ 【相互 暴

力の蔓延】→ 【身代 りの 山羊に対する満場
一
致 の

暴力 （集合暴力）】。
こ の よ うなジラ

ール 理論の流

れをもとに、い じめ の過程を以下に提示 してみた

い 。

　こ こ で
一

つ 断 っ て おかなけれ ばな らな い こ とが

ある 。 ジラ
ール の 理論をい じめに適応 した先行研

究につ い て で ある。ジラ
ー

ル の 理論をい じめに適

用 した （ジラ
ー

ル 理論に触れて い る）先行研究 と

して、赤坂憲雄 （1995）、亀LU佳明 （2001）、加野

芳正 （2011）がある。 以下 の い じめ の過程の提示

は、その 中で もジラ
ー

ル 理論の 全容 をい じめに適

用 してい る亀山の論考を土台とし作成した もの で

ある。

【い じめの 過程】

　こ の よ うな過程 を しっ か りと押 さえる こ とに

よっ て、これまで の い じめ研究で論 じられ て きた

こ とが、どの 過程の ことを述べ て い るの か、また

どの 過程を詳述 して い るの か が は っ きり とわか る

よ うになると思われ る 。

4 ．い じめの 過程に見 られ る諸種の攻撃性

　上述 した過程に見られるよ うに、相互暴力 の 段

階で は比較的軽微な攻撃性が作用 し、集合暴力 の

段階に至ると〈 全員 〉 対〈
一
人 〉 の 図式に見られ

るように集団による強度の攻撃陸が発揮 される。

ジラ
ール の 理論にお い て は、こ の よ うな暴力 （攻

撃性）の 発露と個人 の 心隋との 関連は十分に述べ

られて い ないため、い じめを行な う者の 心 隋 （な

ぜい じめを行なうこ とによっ て 「快感」 を伴うこ

とになるの かなど） との 関連を探っ て い く必要が

あるもの と思われ る。
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